
　

俳　

句 
 

       

尾 

形 

千 

寿　

 

選

鉢
植
え
も
転
が
り
ゆ
け
る
春
あ
ら
し　

青 

野 

義 

明

抱
き
上
げ
し
姑は

は

に
ほ
ほ
え
む
嬰や

や

の
春　

曽
我
部
明
己

御
朱
印
帳
鞄
の
底
に
花
の
旅　
　
　
　

為
頼
小
夜
子

猪
除
け
の
鈴
腰
に
吊
り
蕨
摘
む　
　
　

三 
浦 

照 

子

拗す

ね
し
子
の
潜
り
込
み
た
る
春
炬
燵　

三
浦
シ
ズ
子

啓け
い
ち
つ蟄

や
草
引
く
指
に
動
く
も
の　
　
　

今 

井 

孝 
子

古
希
の
夫
祝
ふ
宴
や
春
座
敷　
　
　
　

山 

本 

媛 

子

縁
先
で
煙
草
一
服
う
ら
ら
か
な　
　
　

 

田
坂
ミ
ネ
子

　

川　

柳 
 

       

平 

尾 

忠 

文　

 

選

ポ
イ
捨
て
を
注
意
す
る
に
も
要
る
勇
気

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山 

内 

清 

和

人
の
服
気
に
な
る
私
ま
だ
女　
　
　
　

今
井
マ
サ
コ

老
い
の
身
が
拙
い
句
に
も
挑
む
幸　
　

大 

谷 

道 

子

淋
し
い
と
云
わ
ず
独
居
の
好
き
勝
手　

黒
河
ヨ
ネ
子

又
ひ
と
つ
い
た
だ
く
年
令
へ
踏
ん
ば
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近 

藤 

愛 

子

感
謝
の
心
添
え
て
手
に
す
る
箸
袋　
　

曽
我
み
ち
子

生
か
さ
れ
て
ま
だ
石
段
を
踏
み
し
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金 

子 

一 

孝

ま
ご
ま
ご
と
す
る
か
ら
余
計
忙
し
い　

今 

井 

利 

江

　

短　

歌 
 

      

岡 

田　

 

弘 　

選

庭
隅
に
万
両
の
実
の
赤
々
と

      

一ひ
と
き
は際

映
ゆ
る
春
陽
を
受
け
て　
　

相
原
サ
ツ
キ

わ
が
お
む
つ
優や

さ

し
く
取
り
か
へ
く
る
る
娘こ

よ

      

哀あ
は

れ
嫁
が
ぬ
横
顔
見
せ
て　
　
　

稲 

井 

節 

子

真
っ
青
に
晴
れ
た
る
空
の
色
に
似
し

　
　

小を
と
め女

の
振
袖
楽
し
み
て
縫
ふ　
　

首
藤
ツ
ギ
子

入
学
前
新
ラ
ン
ド
セ
ル
嬉
し
げ
に

　
　

背　

ひ
て
孫
来
る
日
に
何
回
も　

丹　

 

博 

澄

朝
ま
だ
き
石
鎚
の
峯
茜

あ
か
ね

し
て

　
　

青
空
に
一
つ
浮
ぶ
残
月　
　
　
　

矢
野
シ
ヅ
エ

涅ね
は
ん
え
槃
絵
の
賑
は
ふ
寺
に
活
け
花
の

　
　

椿
愛め

で
つ
つ
お
茶
を
頂
く　
　
　

日
和
佐
彌
生

道
端
の
田
に
空
き
缶
や
弁
当
が
ら

　
　

捨
て
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
の
後
の
絶
え
ず
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田
ウ
メ
ノ

戦
時
下
の
わ
が
青
春
を
し
の
び
つ
つ

　
　

水す
い
と
ん団

を
炊
く
八

や
そ
じ
十
路
の
夕ゆ

ふ
げ餉　

　

藤
間
松
美
音

■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
作
品
募
集

　

作
品
（
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に

は
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
）・
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
明
記
し
、
毎
月
１
日
ま
で
に
郵
送
・
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
合
せ

　

〒
７
９
３―

８
６
０
１　

明
屋
敷
１
６
４

　

西
条
市
役
所　

総
務
課　

広
報
情
報
係

　
　

０
８
９
７―

５
６―

５
１
５
１
内
線
２
１
２
８

　西条市の皆様～、2005年９月号の西条の広報に紹介された

Noellaです！西条市の中学校と小学校で指導している10人の

外国語指導助手の中の１人です。

　週１や月１のレッスンでは頑張っていますが、教室以外の

ところでもお子様が日常英語を使えるようになったら、これからのGlobal社会、そしてもちろん入試

などにも役立つと思います！だから、ここで実際に私の授業で毎回使っている日常英語を皆様に紹介

したいです。家でもあらゆる場面できっと使えると思うので、ぜひお子様、そしてもちろん自分の英

語力のために使ってみてはどうでしょうか？

◆物が欲しい時 / 相手に何かを渡して欲しい時に「 ～ please.（プリーズ）」　を使いましょう！

(例)Pen please.（ペンを下さい）、Juice please.（ジュースを下さい）、Ketchup please.（ケチャップを下さい）

◆物を渡す時に黙って渡すんじゃなくて、「Here you are.（ヒャー　ユ　アー）」を使いましょう！意

味は「どうぞ」です。

◆物を渡された時 / もらった時 / 感謝を表したい時に、日本語でも通じる「Thank you.（サンキュー）」

を使いましょう！そして、せっかく「サンキュー / ありがとう」を言うのなら、「どういたしまして」

の英語「You're Welcome!（ユア　ウェルカム）」も使いましょう！

　こんな簡単な会話を、ぜひ家族でマスターしましょうね～ぇ！

℡

誰でもできる日常英語!!!

外国語指導助手
ノエラ・モンテロさん

31 広報さいじょう　2006  ５月号

賴


